
鹿屋市柳谷集落（通称“やね
だん”）は、本土最南端大隈
半島の中央部鹿屋市の中心部。�
集落戸数122戸、住民285人。
65歳以上４割。さつまいも栽
培、酪農中心の農村。�

鹿
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県
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屋
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（
柳
谷
集
落
）�

　
地
域
お
こ
し
に
補
欠
な
し
！�

　
　
　
　
　
　
　
集
落
み
ん
な
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー�

や
ね
だ
ん�
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行
政
に
た
よ
ら
な
い
地
域
お
こ
し
の
状
況
を
調
査�

調
査
の
概
要�

　
過
疎
・
高
齢
化
に
悩

む
集
落
を
、
自
ら
の
知

恵
と
汗
で
再
生
さ
せ
る

物
語
の
始
ま
り
は
、
二

十
数
年
前
、
地
元
出
身

の
豊
重
哲
郎
氏
が
帰
郷

し
、
公
民
館
長
に
就
任

し
た
時
点
に
遡
る
。
豊

重
氏
の
熱
意
と
や
る
気

が
次
第
に
地
区
内
に
伝

播
し
、
住
民
総
出
の
地

域
お
こ
し
に
つ
な
が
っ

た
。�

　
今
、
柳
谷
で
は
、
酪

農
で
出
る
糞
尿
を
使
用

し
た
土
着
菌
、
地
域
産

の
か
ら
い
も
を
使
用
し

た
芋
焼
酎｢

や
ね
だ
ん｣

の
製
造
販
売
な
ど
、
集

落
自
治
会
で
多
く
の
収

益
事
業
を
営
む
。
そ
の

取
り
組
み
が
全
国
の
注

目
を
浴
び
、
平
成
十
九

年
に
は
、
そ
の
独
自
の

地
域
お
こ
し
で
「
内
閣

総
理
大
臣
賞
」
を
受
賞
。

　
い
ま
や
全
国
か
ら
年

間
五
千
人
が
視
察
に
訪

れ
る
。
収
益
事
業
の
利

益
は
、
一
部
を
地
域
還

元
と
し
て
す
べ
て
の
住

民
に
一
人
あ
た
り
一
万

円
の
特
別
ボ
ー
ナ
ス
を

出
す
ま
で
に
成
長
。
そ

の
他
、
こ
れ
を
財
源
と

し
て
小
中
学
生
の
学
力

向
上
の
た
め
の
「
寺
子

屋
」
の
運
営
、
高
齢
者

宅
に
緊
急
警
報
装
置
、

煙
感
知
器
の
無
償
設
置

を
実
行
し
て
い
る
。�

�
調
査
の
ま
と
め�

　
ひ
と
り
の
熱
意
あ
る

リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
、

こ
こ
ま
で
地
域
の
将
来

を
左
右
し
う
る
こ
と
を
、

実
地
に
検
証
で
き
た
。

　
ま
た
、
こ
の
流
れ
を

持
続
す
る
た
め
後
継
者

の
育
成
に
も
余
念
が
な

い
こ
と
に
も
注
目
。�

錦江町は大隈半島の南部に位
置し、農業を基幹産業とする。
旧大根占町と旧田代町の二町
合併で誕生。人口は8917人、
総面積163.15平方キロ。過疎
化が進行中。�
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学
校
統
合
は
住
民
の
意
向
を
尊
重
し
、�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
っ
か
り
時
間
を
掛
け
て�

鹿児島県錦江町�

やねだん豊重館長と懇話�

錦江町役場で意見交換�

学
校
統
合
の
取
り
組
み
を
中
心
に
調
査�

調
査
の
概
要�

　
旧
大
根
占
町
の
町
長

が
二
期
目
の
所
信
表
明

で
旧
大
根
占
町
校
区
四

中
学
校
の
一
校
統
合
方

針
を
表
明
。住
民
説
明
・

合
意
形
成
を
経
て
、
合

併
後
の
平
成
二
十
年
に

四
校
統
合
し
、
錦
江
中

学
校
を
新
設
。
旧
田
代

町
校
区
の
田
代
中
学
校

と
共
に
、
一
町
二
中
学

校
体
制
と
な
る
。
現
在

の
生
徒
数
は
錦
江
中
一

七
五
人
、
田
代
中
七
十

四
人
。
小
学
校
は
旧
町

時
代
か
ら
の
六
校
体
制

を
堅
持
。
六
校
中
、
最

も
小
規
模
の
大
原
小

（
児
童
数
十
六
名
）
の

田
代
小
へ
の
統
合
検
討

が
行
わ
れ
た
が
、
大
原

小
Ｐ
Ｔ
Ａ（
当
時
）の

「
地
域
の
こ
と
を
考
慮

し
、
現
校
舎
を
一
部
減

築
し
、
存
続
部
分
の
み

耐
震
改
修
し
て
存
続
」

と
の
結
論
を
尊
重
し
、

当
面
の
小
学
校
統
廃
合

は
見
送
り
と
な
る
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
特
色
あ

る
運
用
で
は
、
全
ル
ー

ト
を
ル
ー
プ
型
循
環
と

し
、朝
・
夕
の
ル
ー
ト
を

同
方
向
と
す
る
こ
と
で
、

朝
一
番
に
乗
車
す
る
生

徒
は
、
夕
方
は
一
番
に

下
車
す
る
よ
う
設
定
。

乗
車
時
間
の
公
平
性
を

維
持
す
る
よ
う
に
設
計

し
て
い
る
。�

調
査
の
ま
と
め�

　
学
校
統
廃
合
の
一
つ

に
実
例
と
し
て
、
行
政

の
方
針
説
明
・
判
断
材

料
の
提
供
↓
住
民
の
自

主
的
な
意
見
交
換
と
意

思
統
一
↓
行
政
に
よ
る

民
意
を
尊
重
し
た
決
断

と
い
う
手
法
を
つ
ぶ
さ

に
検
証
で
き
た
。�

や
ね
だ
ん�

・
・
・
・�


